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はじめに 

１．計画策定の背景と目的 

 三島村は、薩摩半島南端の長崎鼻から南南西約 40km に位置する、竹島・硫黄島・黒島の３島か

らなる集合村で、2010 年の国勢調査の人口は 418 人です。これは、全国の 1728 市町村の中で、

1723 位、鹿児島県では 43 位にあり、最も小さな自治体です。 

2015 年 5 月現在の推計人口は 372 人と減少傾向が続いており、国立社会保障・人口問題研究

所（以下、社人研という。）の地域別将来推計人口では、今後についても漸減傾向が続き、2040 年

には 297 人まで落ち込むと推計され、人口減少は村政において最重要課題となっています。 

 

国でも、まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）に基づき 2014 年 12 月には、

「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が示され、人

口の減少に歯止めをかけること及び東京圏への人口の過度の集中を是正することが明確に掲げられ、

地方自治体にもそれぞれの特徴を活かし地方創生に向けた取り組みを求めています。 

 

こうしたことを踏まえ、この三島村人口ビジョンでは、人口の現状分析や将来人口の推計を行い、

人口減少に対する村民の認識を共有しながら、小さくてもきらりと光る村として存続し、発展して

いくための人口の将来展望を示すものとします。 

なお三島村では、2000 年の人口が 500 人であったことから、2020 年までに 400 人、さら

に 2050 年に 500 人規模まで回復することを村政の目標としており、人口ビジョン策定でもこの

考え方を一つの指標としております。 

 

２．対象期間 

 本ビジョンの策定に当たっては、国の「長期ビジョン」を勘案しつつ、人口の現状を分析し、今

後の目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示するとの考え方から、対象期間は長期ビジョン

の期間である２０６０年とします。ただし、人口ビジョンとともに策定する総合戦略との関係性を

明らかにする必要から、5 年後、10 年後、20 年後といった区間を定めて、各時点での人口の展望

も明示します。 
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図表 1-10 移動前と移動後の住所地 

 

  

○三島村へ移動する前の住所地 

2013 年に転入した 70 人についてみると、県外 26 人、県内 44 人で、県外では長崎県の 6 人をは

じめとして 13 都府県に及びます。県内では、鹿児島市の 25 人をはじめとして、9 市町から転入し

ています。 

○三島村からの移動後の住所地 

2013 年に転出した 61 人についてみると、県外が 10 人、県内が 51 人で、県外では１都 6 県に及

びます。県内では、鹿児島市の 24 人をはじめとして 12 市町村へ転出しています。 

○転入・転出先として最も大きい鹿児島市 

三島村の場合は、毎年の社会動態に変動がみられ、2012 年は 2013 年と移動前後の住所地が異なる

展開ですが、その中で県都である鹿児島市との人口移動が最も多くなっています。 

○全国に拡がる転入・転出先 

 しおかぜ留学生やジャンベ留学生、移住者等の募集を全国に発信していることから、転入・転出先は

全国に拡がっています。 

単位:人
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神奈川県 2 宮城県 1

愛知県 1 茨城県 1

大阪府 2 埼玉県 1

福岡県 1 千葉県 2

県内 40 東京都 3

鹿児島市 28 神奈川県 3

薩摩川内市 1 富山県 1

日置市 6 愛知県 2

曽於市 4 大阪府 1

南さつま市 1 兵庫県 1

鳥取県 1

福岡県 3

長崎県 6

県　内 44

鹿児島市 25

鹿屋市 2

出水市 1

薩摩川内市 4

日置市 1

霧島市 7

南九州市 1

伊佐市 2

与論町 1

移動前の住所地

全　国 全　国

県　外 県　外

2012年 2013年

三
島
村

資料 図表 1-7 に同じ 

単位:人

53 66

9 10

埼玉県 3 千葉県 1

神奈川県 3 東京都 1

大阪府 1 神奈川県 2

佐賀県 1 兵庫県 1

長崎県 1 福岡県 2

県　内 44 大分県 2

鹿児島市 18 沖縄県 1

鹿屋市 3 県　内 56

枕崎市 1 鹿児島市 24

阿久根市 5 鹿屋市 1

指宿市 1 出水市 4

薩摩川内市 1 指宿市 1

霧島市 7 薩摩川内市 9

南さつま市 6 日置市 1

姶良市 1 曽於市 5

十島村 1 霧島市 4

南九州市 1

姶良市 1

さつま町 1

宇検村 4

移動後の住所地

2012年 2013年

全国 全　国

県　外 県　外
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（１）

男
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模を
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資料 

1980年

1990年

2000年

2010年

齢階層別人口

男女別年齢

男女別年齢階

は 1990 年に

維持してい

大きく上回

総務省「国勢調

男性 女性

年 76 53

年 35 37

年 44 36

年 28 43

0～14歳

口の移動分

齢階層別人

階層別人口の

に大きく減

います。また

回っています

図

 

調査」

男性 女性 男性

8 6 12

8 0 6

7 1 10

3 0 7

15～19歳 20

分析 

人口の変化

の変化を 19

少しました

た、20 歳～6

す。一方、7

図表 1-11

性 女性 男性

21 90 58

67 72 68

00 70 59

79 47 57

0～49歳 50～6

- 10 -

 

980 年と 2

たが、しおか

64 歳の女性

75 歳以上で

男女別年齢

女性 男性 女性

75 33 3

56 27 5

40 39 3

34 18 2

64歳 65～74歳

2010 年の

かぜ留学生制

性で大幅に減

では女性が男

齢階層別人口の

性 男性 女性

39 19 41

50 31 52

39 19 46

26 33 50

歳 75歳以上

30 年間でみ

制度が 1997

減少し、20

男性を大きく

の推移 

（単位　人）

男性 女性

315 304 6

236 267 5

268 232 5

218 200 4

総人
合計

みると、「10

7 年に始ま

000 年以降

く上回ってい

619

503

500

418

人口

0～14 歳」

まり、一定規

降は男性が女

います。 

規

女
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（２）島別の男女別年齢階層別人口の変化 

各島により人口規模や人口減少の進行度が異なり、男女別年齢階層別人口にも違いがみられ

ます。 

図表 1-12 島別の男女別年齢階層別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 図表 1-11 に同じ 資料 図表 1-11 に同じ 



 

（３）

 年

て進

おい

総じ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注  

資料 

年齢階層別

齢階層別の

学・就職の

て純移動が

てプラスが

図表

2005 年の数

歳」は 2005

図表 1-11 に

別の人口純

の人口純移動

のため減少し

がプラスとな

が小幅でマイ

1-13 年齢

 

数字は、当該年齢

5 年時の「０歳～

に同じ 

純移動の状況

動状況を男女

しています。

なっています

イナスが目立

齢階層別人口

齢より 5 歳若い

～4 歳」のデー

- 12 -

況 

女別にみると

その他の年

すが、45 歳以

立ちます。

口純移動（男女

い階層の 2005 年

タである。 

と、男性・女

年齢階層では

以上はマイナ

女別、2005

年時データで、

女性ともに

は、男性では

ナスが目立

5 年⇒2010

マイナス表記を

「15～19

は、20 歳か

ちます。一方

0 年） 

をしている。例え

歳」におい

から 39 歳に

方女性では、

えば、「５～9

い

に

、
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３ 雇用や就労等に関する分析  

（１）産業分類別就業者数 

2010 年の産業分類別就業者数は 212 人で、村全体の人口の 50.7％を占めています。島

別には、黒島が最も多く 108 人（同島の人口に占める割合 51.9％）、次いで硫黄島 60 人（同 

47.2％）、竹島 44 人（同 53.0％）となっています。 

産業別には、教育・学習支援業（学校関係）が 51 人で最も多く、次いで建設業 46 人、

農業 27 人、飲食店・宿泊業 23 人となっています。なお、製造業の従業者は関係事業所が

ないことから皆無となっています。 

2005 年との比較では、全体では 21 人の減少となり、農業（▲17 人）、建設業（▲12

人）での減少が目立ちます。大型公共工事の減少と基盤産業である第１次産業の就業者数の

減少が村の経済、人口に及ぼす影響は大きいとみられます。 

 

図表 1-14 産業分類別就業者数 

  

資料 公益財団法人日本離島センター「離島統計年報」 

　　　（単位：人、％）

2005-2010

竹島 硫黄島 黒島 合計 構成比 増減

  第１次産業 7 6 24 37 17.5 52 ▲ 15

農業 1 4 22 27 12.7 44 ▲ 17

林業 0 1 0 1 0.5 0 1

漁業 6 1 2 9 4.2 8 1

  第２次産業 11 12 23 46 21.7 61 ▲ 15

鉱業 0 0 0 0 0.0 0 0

建設業 11 12 23 46 21.7 58 ▲ 12

製造業 0 0 0 0 0.0 3 ▲ 3

  第３次産業 26 42 61 129 60.8 120 9

電気・ガス・熱供給・水道業 2 3 0 5 2.4 5 0

情報・通信業 1 0 0 1 0.5 0 1

運輸業 0 2 0 2 0.9 2 0

卸売・小売業 1 1 4 6 2.8 9 ▲ 3

金融・保険業 0 0 0 0 0.0 0 0

不動産業 0 0 0 0 0.0 0 0

飲食店・宿泊業 3 8 12 23 10.8 18 5

医療･福祉 2 2 4 8 3.8 9 ▲ 1

教育・学習支援業 12 14 25 51 24.1 51 0

複合サービス事業 2 3 3 8 3.8 5 3

サービス業 2 2 9 13 6.1 12 1

公務 1 7 4 12 5.7 9 3

44 60 108 212 100.0 233 ▲ 21

三島村（２０１０年）
2005年

  就業者総数



 

（２）

産

飲食

全

の就

水道

こ

確保

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 

資料

産業分類別

業別就業者

サービス業

国の産業の

業者比率）

業に特化す

れらの産業

が重要な課

2010 年国勢調

 図表 1-7 に同

別男女別就

者数を男女別

業が多く、女

の就業者比率

をみると、

する傾向がみ

業を基盤産業

課題となって

図

 

調査 

同じ 

就業者の状況

別にみると、

女性では、農

率に対する特

漁業、複合

みられます。

業として、地

ています。

図表 1-15
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況 

男性では農

農業、建設業

特化係数（三

合サービス業

 

地域経済をけ

産業分類別

農業、教育

業、教育・学

三島村のＸ産

業、教育・学

けん引する稼

男女別就業者

・学習支援

学習支援業が

産業の就業

学習支援業、

稼ぐ産業化

者の状況 

業、建設業

が多くなって

者比率／全

電気・ガス

とそれを支

業、宿泊業・

ています。

全国のＸ産業

ス・熱供給・

支える人材の

業

・

の



 

４ 村民の

 人口ビジ

減少問題に

（１）回答

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人口

  三島村

人口を維

ます。な

出身地

36.9％と

 

 
 
 
 

の人口減少

ジョン作成に

に関する村民

答者属性 

口減少に関

村の人口につ

維持すべき」

なお、「成り行

地別にみると

となり、村内

性別には、

年齢別には

居住地別に

出身地は、

少に関する意

に関連して実

民の認識や意

回答総数 1

図表

する認識 

ついて、「現在

が 24.4％

行きにまかせ

と、「現在より

内出身者の人

 

、男性 51.

は、30 歳代

には、大里地

、三島村 5

意識の把握

実施した村民

意向・希望を

190 件（2

表 1-16 村

在より増加

となり、こ

せるべき」

り増加させる

人口減少の危

図表 1-17

1％、女性 4

代が 17.6％

地区が 36.

1.4％、三島
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握 

民アンケート

を以下にまと

298 先に配

村民アンケー

させるべき

これらを合わ

は 21.3％と

るべき」は

危機意識は

人口減少に

48.9％。

％で最も多い

8％で最も多

島村以外 48

ト結果をもと

とめてみまし

配布し、回

トの回答者属

き」が 46.9％

わせた 7 割が

となっていま

は村内出身者

高いといえ

に関する認識

いが、各年代

多い 

8.6％ 

とに、子育て

した。 

回収率は 63

属性 

％で「人口

が人口の増加

ます。 

者では 58.9％

えます。 

識 

代層から回答

て、移住、

3.8％） 

減少は望ま

加または維持

％、村外出

答を得てい

定住、人口

ましくなく、

持としてい

身者では

る 



 

（３）出産

  現在の

「1 人」が

  実際予

38.0％で

育にお金

い」とい

図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産・子育て

の子どもの数

が 7.9％、「

予定の子ども

で最も多く、

金がかかりす

いったことが

図表１-18 

図

上

下

理

子

実

子

てに関する意

数は、「子ども

「2 人」が 2

もの数では「

「理想」と

すぎる」「保育

があげられて

現在の子供の

図表 1-20 

 

上段：度数

下段：％
0人

           

           
1

理想の

子どもの数

実際予定の

子どもの数

意識 ～

もはいない

27.6％、「3

「2 人」が 3

と「実際」に

育サービス

ています。

の数    

「理想」とす

人 1人

3        0                   
3.8% 0.0%

15     4                   
19.0% 5.1%
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回答対象者

」が 44.7％

人」が 14.

32.9％で最

にギャップが

などの支援

     

する子供の数

2人

0 27                    
% 34.2%
4 26                    
% 32.9%

者は 18 歳

％と最も多い

.5％、「4 人

最も多く、理

がみられます

援体制が不十

図表 1-19

が「実際」よ

3人 4人以上

30                        
38.0% 15

14                        
17.7% 10

歳から 49 歳

いですが、

人以上」が 5

理想の子ども

す。この理由

十分」「欲しい

理想及び実

より少ない理

上 不明

12  7                   
5.2% 8.9%

8     12                
0.1% 15.2%

歳まで 

子どものい

5.3％となっ

も人数では

由として、「

いと思うが

実際の子供の

理由 

合計 平

79                         
100.0%

79                         
100.0%

いる方では、

っています。

「3 人」が

「子育てや教

が、授からな

数 

平均

3.67     

2.94     

 

教

な



 

（4）転入

転入の

に魅力を感

思が明確な

（46.0％

居住先

決める際に

「島のイメ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入に関する意

きっかけと

感じたため」

な転入が 5

％）、「どちら

選定の過程

に意識した

メージが良い

図表 1-2

図表1-23

意識 ～ 

として、「転勤

」（23.2％

割弱となっ

らかといえば

程で、「他の地

こととして

い」が 31.3

21 転入のき

3 居住先選定

 

回答対象者

勤・転職」（

）や「子育

っています。

ば三島村に住

地域は検討せ

、「山や緑、

3％となって

きっかけ  

定の過程  
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者はＩＪタ

（28.6％）や

て」（12.5

また、転入

住みたかった

せず、三島

水などの自

ています。

      

     

ターン者等

や「就職」（

％）、「結婚

入の気持ちと

た」（24.0％

村だけ探し

自然が豊か」

  図表 1

 図表1-24

の村外出身

（17.9％）が

婚」（10.7％

として、「三

％）が 7 割

した」が 68.

」が 64.6％

1-22 転入の

4 居住先を

身者 

がありますが

％）といった

三島村に住み

割を占めてい

.2％を占め

％と最も多く

の際の気持ち

を決める際に意

が、「三島村

た転入者の意

みたかった」

います。 

、居住先を

く、次いで

ち 

意識したこと

村

意

を
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28.8％、
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けたい」

となり、
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住意向につ

意向について

い」が 37.1％

意向と満足度

を合わせた 7

す。また、定

「3～4 年」

年」が 23.3

が 52.5％

定住意向が

表１-25 定

表 1-27 定

いて ～ 

てみると、「島

％となりま

度の関係をみ

78％が満足

定住意向と居

が 6.8％と

3％となって

と最も多い

が分かれてい

定住意向   

定住意向と居住

 

回答者全

島に住み続け

した。 

みると、「島

足としていま

居住年数の関

なっていま

ています。な

ものの、「島

います。 

     

住年数   
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全員を対象

けたい」が

に住み続け

ますが、「島外

関係をみると

ます。一方、「

なお、居住年

島外に移りた

     

    図

35.3％、「

けたい」では

外に移りた

と、「島に住

島外に移り

年数が「20

たい」が 23

  図表 1-

図表 1-28 定

島外に移り

は、「満足」と

い」ではそ

み続けたい

たい」では「

0 年以上」を

3.3％、「わ

-26 満足度

定住意向と満

りたい」が 2

と「どちら

その割合は 3

い」では「2

「2 年以下」

をみると、「

わからない」

度 

満足度 

27.5％、「わ

かといえば

30.4％なっ

年以下」が

が 39.5％、

「島に住み続

が 35.5％

わ

ば

が

、

続

％
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５ 人口の現状分析のまとめ 

 ①人口は地域社会を維持する最小規模まで縮小 

三島村の人口は、1960 年に 1,363 人でしたが、1970 年には 655 人と半減し、その後も

減少傾向が続き、2010 年は 418 人。島別には、黒島が 208 人、硫黄島が 127 人、竹島が

83 人となり、地域社会を維持する最小規模まで人口は縮小しています。 

②人口減少に歯止めの感があるものの、より一段の人口減少対策が必要 

  住民基本台帳ベースで 2011 年以降の人口推移をみると、2013 年の 345 人を底にやや増

加に転じ、2015 年 5 月現在では 373 人となっています。定住促進に積極的に取り組んだこ

とから、人口減少に歯止めの感がみられますが、より一段の人口減少対策が必要です。 

③女性の減少が進み、男女逆転現象 

 総人口が減少する中で、1990 年までは女性が男性を上回っていましたが、1995 年からは

男性が女性を上回る状況が続いています。特に若い世代の女性の減少は出生数に影響を及ぼす

ことが懸念されます。 

④人口減が進行しており、これに歯止めをかけるには社会増対策が重要 

  1995 年から 2013 年までの自然減は年平均 2.3 人、社会減は 5.4 人となり、毎年 7.7 人

の人口減が進行しており、これに歯止めをかけるには社会増対策がより重要となっています。 

⑤総人口の 2 割程度の人口移動が毎年発生 

   転入、転出ともに毎年 50 人を超え、総人口の 1 割から 2 割の人口移動がみられます。また、

その転入先、転出先は県内外に及びますが、最も多いのは鹿児島市となっています。 

⑥限定された就業構造 

産業別就業者数では、教育・学習支援業（学校関係）が最も多く、次いで建設業、農業、飲

食店・宿泊業となっています。なお、製造業の従業者は関係事業所がないことから皆無となっ

ており、このような就業構造を踏まえつつ、雇用の受け皿の確保を図る必要があります。 

⑦人口減少への危機意識 

   村民アンケートによると、人口減少に歯止めをかける必要性を感じている村民は 7 割を占め

ます。また、村内出身者では 6 割が「現在より増加させるべき」としています。 

⑧子どもを育てることへの不安 

   現在の子どもの数は、「子どもはいない」が 44.7％と最も多いですが、子どものいる方では、

「1 人」が 7.9％、「2 人」が 27.6％、「3 人」が 14.5％、「4 人以上」が 5.3％となっていま

す。子どもを 2 人目、3 人目と希望する意向はみられますが、「子育てや教育にお金がかかりす

ぎる」「保育サービスなどの支援体制が不十分」「欲しいと思うが、授からない」といったこと

が理由となり、希望する子どもの数と実際にギャップがあります。 

⑨島の魅力が移住を促進 

   転入の気持ちとして、「三島村に住みたかった」（46.0％）、「どちらかといえば三島村に住み

たかった」（24.0％）が 7 割を占め、三島村の魅力が移住のきっかけとなっています。 

⑩定住に島での満足度が影響 

定住意向と満足度の関係をみると、「島に住み続けたい」では 8 割が満足としていますが、「島

外に移りたい」では 3 割にとどまり、島での生活の満足度が定住に影響を及ぼしています。
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第３章 人口の将来展望  

１ 目指すべき将来の方向 

（１）現状と課題からみた基本的な視点 

①各島に人が住み続け、地域社会の基盤を維持・活性化できるような人口規模の拡大 

三島村の人口は減少傾向にあり、外海に隔絶された島において地域社会を形成する最小

規模の水準にあるといえます。村民においても人口の維持・増加への期待は大きく、人口

減少に歯止めをかけ、各島の地域社会の基盤を維持・活性化できるような人口規模への拡

大に努める必要があります。 

②産業振興と雇用創出による社会増への取組推進 

 就業者数をみると、農業（主に畜産）や教育・学習支援業、建設業、宿泊業が大半を占

めており、現状では産業基盤がぜい弱なことから雇用の受け皿が限られています。村民が

安定した収入を得るとともに、移住者を受け入れる基盤づくりに向けて、既存産業の振興

と新たな産業の誘致を進め、雇用の創出に取り組む必要があります。 

③若い世代の定住と子育て環境の改善による出生数の増加 

出生数が減少しており、若い世代の定住促進と子育て環境の改善により、１人目、２人

目と家族を増やしたいという希望をかなえ、出生数の増加により自然減を小さくしていく

必要があります。 

④しおかぜ留学生制度による児童・生徒の計画的な受け入れ 

学校は外海にある小規模離島にとって地域社会形成に最も重要な役割を担っています。

一方、都市部に住む子どもにとって、島の豊かな自然環境や小さな地域社会は知性と人間

力を養える可能性を秘めた場とも考えられます。しおかぜ留学生制度を活用し、４地区の

出生数を予測しながら計画的に児童・生徒を受け入れ、新たな人の流れを生み出す必要が

あります。 

⑤女性や高齢者の視点を重視した島づくり 

男性が女性を上回る状況が続き、将来人口推計でも女性の男性に対する比率が低下する

とみられ、女性の減少が人口動向に影響を与えると懸念されます。また、元気で働く意欲

をもった高齢者も多いことから、女性や高齢者の視点を重視した島づくりを推進する必要

があります。 

⑥村民が長く住み続けたくなるような満足度の向上 

定住意向と島での暮らしの満足度の関係性は強く、人口動向に影響することから、村民

との共通認識のもとで村民が長く住み続けたくなるような満足度の向上に努める必要があ

ります。 

⑦人口の将来展望に対応する住宅政策の拡充 

 人口増加を実現していくには、村民の既存住宅の新・増改築や移住者向けの住宅整備が

不可欠で、人口の将来展望に対応する住宅政策の拡充に計画的に取り組む必要があります。

また、住宅政策に併せて、自然災害を想定した安全・安心な地区整備を長期的な視点から

検討する必要があります。  
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